
 

  



 

平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日 

 

子どもが育つ環境基盤整備を進めてい

くため、行政との協同事業をすすめていま

すが、今年度、行政からの委託事業の受託

が大幅に増えました。  

 

年度 受託件数 

平成 27 年度   ７件 

平成 28 年度   ８件 

平成 29 年度  １１件 

  

 新しく受託した事業は、昨年度から委託

を受けている大阪府児童相談所全国共通

ダイヤル１８９等電話相談事業の経験を

活かし、児童虐待の相談・通告を受け、当

該児童の安全を確認する業務です。  

 大阪府放課後児童支援員認定資格研修

事業は今年度で 3 年を終え、この間 2300 名

余が研修を完了しました。この実績が、東

大阪市留守家庭児童育成クラブ職員総合

研修へと繋がりました。  

 その他、大阪市東淀川区から子どもの居

場所運営に関するアドバイザー業務を受

託しました。  

 このように新たな事業を受託できたの

は、これまで当協会が誠実に委託事業を取

り組んできたことへの評価が広まったこ

とによると思われます。  

 今後も、事業に関わるスタッフの専門性

を高め、行政との協同事業を確実に実施し

ていくことが求められています。  

 受託事業は入札によって決定されるも

のもあり、他の企業・団体が受託し、当協

会が事業を失うリスクもありますが、今年

度は受託事業が増えたことにより、当協会

の財政基盤を強化することができました。

給与支払い等の資金繰りに困ることのな

い状況となりました。  

 

 

 

 2015 年 2 月に川崎市の多摩川河川敷で中

学 1 年生の遺体を遺棄した事件がありまし

た。その残虐性に大きな衝撃を受けるとと

もに、今の中学生の仲間集団の現実、子ど

も集団の状況を突きつけられました。 

 子どもたちの放課後は狭い世界になっ

ています。自由な空間がありません。クラ

ブ活動、塾、おけいこ等大人の管理の元に

おかれています。学校と家庭との往復で１

日を過ごし、「豊かな放課後の時間」を過す

ことがきわめて困難な状況下にあります。 

 学校や家庭以外の第三の場所を子ども

は求めています。彼らは管理者としての大

人に飽き飽きとしており、ただ自らの発信

を待ってくれている大人がいる場所を求

めているのではないでしょうか。  

 このような子どもたちがティーンズス

ペースを利用しています。この居場所では、

集団性の獲得、スタッフの関わりを意識し

て運営しています。孤立している放課後の

時間を、行くあてのない放課後の時間をこ

のスペースで少しでも自分らしく過ごせ

るようにと願っています。  

 大阪市旭区高殿 3-32 

大阪市営高殿西住宅 1 号棟 110 号室 

開設日 毎週水曜日  

利用時間 小学生 15 時から 18 時 

中学生 16 時～19 時  

年間利用者数（のべ）：350 名 

 

 

 



孤食対策やこどもの貧困への対応する

ため、食事を通しての活動として 2016 年 8

月より開催しています。  

こどもにも調理する機会を与える。調理

への参加は強制的ではなく、自主性、主体

性を重視する。食を通した居場所を提供す

ることにより、こどものほっとする時間を

保障する。調理を行うことにより、生活力

の向上を目指す。以上を念頭において活動

しています。 

場所：大阪市旭区高殿 3-32 大阪市営高

殿西住宅１号棟 110 号室 

実施回数：全 9 回（毎月第三土曜日開催）  

実施メニュー：カレーそば・たこ焼き・

鍋料理・チャーハンなど   

■参加状況 

・参加者 ティーンズスペース利用者が主

に利用しており、４名から６名、継続的こ

どもが参加しています。  

・調理に参加する子どもが増えてきていま

す。以前は部分的な参加にとどまっていま

したが、全体的な参加につながりつつあり、

調理への意欲がうかがえます。具体的に、

チャーハンを作ったこどもにその出来栄

えを伝えることで、チャーハンが得意料理

となり、それ以降に、機会がある度に調理

するようになった子どももいます。 

■関係機関との連携  

旭区役所をハブに、旭区社会福祉協議会、

旭区内のこども食堂や千林商店街との連

携・協力が主に行われています。区報への

掲載などがあり、寄付品や寄付品などを頂

いています。また、二カ月に一度、旭区こ

ども食堂ネットワーク会議が行われ、情報

共有や各こども食堂の課題などを共有し

ています。  

■寄付金受取状況  

旭区役所より千林商店街へ寄付の募集

がかけられ、現在３店舗のご協力をいただ

いています。また、一般財団法人 H2O サン

タ様より寄付金をいただきました。  

 

 近畿自由学院は少人数制のフリースク

ールで、当協会は 2 名のスタッフを派遣し

て運営に協力しています。  

■開設曜日・時間  

・月・火・木・金曜日 10:00～17:30 

・タイムスケジュール  

（学習）10:00～12:00（昼食）12:00～13:00

（学習）13:00～15:00（放課後）15:00 以降 

■今後について  

 フリースクール業界に大手の通信制高

校などが入り込んできたことが原因と考

えられますが、近畿自由学院への問い合わ

せ・見学・入学生徒数が減少しました。そ

の結果を受け、近畿自由学院は 2018 年 3 月

22 日に卒業式・同窓会を行い、閉校となり

ました。 

 

 不登校状態の小中学生に対し、社会の構

成員として必要な資質・能力の育成を目指

して、学習支援や心理的支援、集団活動、

体験学習などの提供を通して、子ども自身

に内在する力量の向上を図り、再登校を含

む社会的自立を支援することを目的とす

る大阪市の委託事業、2004 年より受託して

いる。 

 

 

大阪市こども相談センターが住吉区役

所を介し、「住吉区民センター」の一室を借

りるという異例の運営となっています。部

屋によっては、施設のルールで飲食ができ

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ず、室外で昼食をとることを余儀なくされ

ています。また、備品が設置できないため、

活動の度に倉庫から搬入・搬出するという

対応をとっています。  

登録者は、前年度からの継続者が中学 3

年男子 3 名、女子 1 名。新規が中学 2 年女

子 1 名と男子 1 名、3 年男子 1 名となりま

した。新規の 2 年生 2 人についてはそれぞ

れ極度に緊張が高くて集団に入ることが

難しいこともあり、活動時間外での対応と

なりました。また、福祉対応も必要な家庭

的課題の深い中学 1 年生男子が体験利用

（未登録利用）を続けるなど、イレギュラ

ーな対応を求められることになりました。 

 継続登録となった中学 3 年生メンバーは、

紆余曲折を見せつつも生き生きと成長を

見せ、男子登録者はそれぞれ自主的に学習

にも取り組んで無事に志望校に合格し、

「通所にきたおかげで今の自分がある」と

いう言葉を残して卒業していきました。 

女子 1 名については、継続登録者の中で

唯一女子であったこと、男性不信の強さ等

を背景に対応に難しさを感じることもあ

りましたが、女性スタッフの心強いサポー

トや、他のこどもの関わりのおかげで、継

続して来所しました。最終的には進学では

なく就職の道を選び、感謝の言葉とともに

卒業していきました。  

 

 

北加賀屋子育て支援センターの一室で

運営しています。  

 今年度は男子 4 名、女子 4 名の 8 名が登

録しました。内 4 名は前年度からの継続者

です。今年度の特徴として、登録者とスタ

ッフが一対一でじっくりと関わる機会が

多かったことが挙げられます。前年度は一

日の来所者数が多く、集団での関わりがメ

インでしたが、今年度は一日の来所者が 1

人～2 人という日が多かったため、一人一

人の子どもと丁寧に関わることができま

した。前年度、自発的な発言が少なく周り

に合わせて活動していた子も、今年度の丁

寧な関わりの中で、自分の好きなことを生

き生きと表現し、自己主張する姿が見られ

るようになりました。集団でのコミュニケ

ーションも大切ですが、まずはスタッフと

登録者の信頼関係や場への安心感を築き、

子ども達の個性や特性などを拾い上げて

いくことの大切さを感じた一年でした。し

かしその一方で、全体を通して集団での関

わりや、子ども達同士の横のつながりが希

薄であったという課題も挙げられます。子

ども達の個性もあるため、必ずしも集団で

関わる必要があるとは言えませんが、一日

に一度は全員でボードゲームをする時間

を作るなど、無理のない範囲で働きかけて

いきたいと思います。  

 

 もう一つの特徴として、学校への復帰や

学習への意欲が高い子どもが多かったこ

とが挙げられます。中学 3 年生は 3 名いま

したが、全員志望校に合格しました。 2 年

生らも、学校に通いながら通所を利用して

いる子が多数います。  

次年度は学校とのつながりが強い一年

になりそうです。  

 子どもの非行で悩み・苦しんでいる親の

集まりです。親の苦しみは計り知れません。

この会は親の自助グループですが、最近は

 

 

 



非行行為によっては専門家に相談しなけ

ればならないケースが増えてきました。 

 子どもたちの苦しみは計り知れません。

「あの子は・・・。」という地域の目があり、

学校でも家庭でも理解してもらえません。

このことは、地域にも学校でも存在する場

がないことにつながります。  

 「国連・子どもの権利条約」には、「更生

権」があります。子どもは何度でも失敗し、

やり直せる権利です。非行の子どもたちは

自分に「更生権」があるなんて思っていま

せん。もちろん親も思っていません。今の

自分は社会･地域・学校・家庭から受け入れ

られない存在だと思い込んでいます。揺れ

動く心を誰かに受け止めてもらい、いつで

もやり直せることを誰かに教えてもらえ

れば、子どもは立ち上がることができると

思います。その誰かが「親」であればいい

と思いながら親の会は続いています。 

 月１回土曜日に開催 14：00～17：00 

 市民活動スクエアＣＡＮＶＡＳ谷町 

 

 子育て中の親の社会参加を支援してい

ます。行政・企業主催の研修等で子どもを

預かる事によって、親が安心して研修等に

集中できる環境作りを進めています。 

①企業・団体からの依頼保育   

7 回開催 27 名利用  

②戎橋筋商店街保育  

 9 回開催 29 名利用  

2013 年から戎橋筋商店街の活性化と同

時に、閉じこもりがちな子育て世代の親子

の社会参加を支援することを目的として

実施しています。但し利用は一度だけと限

られています。利用された方から、「リフレ

ッシュできました」「また利用したい」との

声をいただいています。  

③大阪弁護士会「キッズルーム」保育    

弁護士会館内に設置した認可外保育施

設キッズルームでの保育を 2015 年 8 月か

ら定期的に実施しています。  

定期保育（月・水・金 12：45～16：15）

141 回開催 60 名利用、  

臨時保育（弁護士会主催相談会）18 回開催

11 名利用、  

イベント時の保育 29 回開催 37 名利用。 

④ドーンセンター「こどものへや」保育 

2003 年より、大阪府立男女共同参画・青

少年センター（ドーンセンター）の委託で

保育業務をすすめています。   

木曜日 9：30～12：00 13：00～17：00  

41 回開催 74 名利用  

木曜日以外 24 回開催 64 名利用 

 

寝屋川市から、子育て親子の交流の場の

提供と交流の促進、子育て等に関する相談、

援助の実施、地域の子育て関連情報の提供

等を目的に委託されている事業。当協会は

以下の 3 か所で事業を実施しています。 

 

 

寝屋川市のつどいの広場 1 号として、

2008 年 10 月より委託を受けて開設し、今

年 10 周年を迎えます。その間に多くの利

用者の親子と出会い、子ども達の育ちを見

守りながら、スタッフも一緒に成長してき

ました。 

 

 

 

 

 

 



「ママのおしゃべり広場」は、簡単な手

づくりをしながらおしゃべりをして、その

後スタッフの準備したテーマに沿って自

己紹介や悩みを打ち明けたりすることで、

ママ同士の交流となり、回を重ねるごとに、

お互いの子どもを見る目線が我が子中心

ではなく「みんなで一緒に子育てを」とい

う雰囲気に変わってきています。参加者も

定着してきて、楽しみにしているのが伺え

ます。広場での顔なじみの人が増えること

で、来所の機会が増え、リピーター率が上

がってきているのではないかと思います。 

5 月に 1 歳 1 か月になる男の子と母親は、

昨年一年間に 174 回来所してくれました。

年間 250 日の開設日数から考えてみると、

その数字の多さとともに、まさに、私たち

が目標とする「実家に帰ったような広場作

り」の結果だと思いました。  

しかし、その母親は男の子に寄り添い育

児を楽しんでいるように見えていました

が、「家に 2 人でずっと居続けるのはしん

どい。絶対に無理だと思う。」と聞いて、違

った母親の一面も見ることになりました。 

私たちスタッフは、これからも子育ての

時間を共に歩む同士のような気持ちを忘

れずに、親子の成長を見守りながら、日常

の広場運営を積み重ねていきたいと思い

ます。  

延べ利用者数：5912 人  

 

「最近の世の中では、小さな子どものう

ちから様々なストレスにさらされて生き

ている」とよく聞きます。はるに来る親子

の日常を見ていても、日中、子どもと密な

関係で生活をしている母親の心身に受け

るストレスは相当なものであるのではな

いかと感じます。  

 A さんには現在、B くん４歳（男児）・C

くん２歳（男児）の子どもがいます。B く

んが半年の頃から、ほぼ毎日、広場に来所

しています。A さんは、いつも笑顔で誰に

対しても優しく声をかけてくれます。人一

倍、広場にいる親子や、スタッフに気を遣

います。そんな A さんは B くんの行動や言

動がとても気になり、少しでも声を大きく

出したり、広場内を走ったりすると、即座

に厳しく叱ります。「ママの目を見て」と言

い、B くんと向き合って言葉で言い聞かせ

ますが、B くん何度も繰り返すと、軽く頭

をたたく行為も見られます。 ある日、A さ

んは、スタッフと二人きりになった時にぽ

ろぽろと泣きだしました。スタッフが話を

聴くと、A さんは「自分でも、B に対して

怒り過ぎてることはわかっているんです。

でも、周りにどう見られているかが、常に

気になってしまい、ついつい怒ってしまう

んです」と話しました。  

 A さんは、複雑な家庭環境で成長し、常

にいい子であるよう、周囲の人目を気にし

て育ってきた成育歴があります。母となり、

子どもの行動のすべてが、母自身を評価さ

れるひとつとなっていると強く思ってい

るようで、良い母親像というものに囚われ

てしまっているように感じました。  

 私達は、A さんが描いている良い母親像

を否定することなく、肯定的に受けとめ、

A さんが必要とする時にはスタッフが寄り

添い、耳を傾け、丸ごと受け止めようと A

さん親子についてスタッフ 5 名全員で話し

合い、考えました。  

延べ利用者人数：3770 名 

 

 

 いつも利用者を温かく迎え入れること

を基本に、「よく来てくれたね。」という声

かけを忘れずに日々の広場運営を心がけ

ました。その結果、「まるで実家に帰ったみ

たい。」「こころの広場にくるとほっとしま

す。」との声が聞かれました。広場が利用者

のこころの拠り所になっていると、スタッ 



 

フが心の底から実感する一年でした。地域

には無くてはならない広場となりました。 

 広場通信をイベントの告知だけではな

く、子育て親子に向けてのメッセージを入

れた通信にした一年でした。表紙は読みや

すくする為にイベントの告知のみとし、裏

面は利用者のコラムを中心とした内容に 

しました。そのことで利用者自身が自分の

出来ることをスタッフに提案してくれる

ことが多くなりました。  

 「少し話があるのですが、聞いてもらえ

ませんか？」とスタッフに声をかけてくだ

さる利用者さんが多くなりました。「子ど

もを怒鳴って叩いてしまってから、なんで

あんなことをしてしまったんだろう。と後

から後悔をして反省をしてしまいます。」

と涙ぐみながら話をしてくださいました。 

 利用者とスタッフとの信頼関係を構築

していく中で、相談内容も深刻なケースが

増えてきました。このような場合は、広場

で抱えず、スタッフ全員で情報を共有し他

機関に繋ぎつつ、広場としてどう対応する

かを常に考えてきました。中には、専門的

な支援が必要なケースもあり、子育て支援

課・子どもを守る課とカンファレンスを開

き支援していくことが出来ました。  

延べ利用者人数：4598 人 

 

この業務は 2007 年から大阪市の委託を

受けています。今年度架電件数は子どもか

らの相談は 640 件、保護者からの相談は 810

件でした。  

相談者の悩みの根源は何なのかを探りな

がら傾聴に徹して相談対応を行いました。 

ここ数年、子どもの相談は、いじめ・不登

校問題より「対人関係に悩む」相談が増加

しています。  

 友達との関係をどうしたらいいのか、自

分の考えをどう伝えたらいいのか、自分の

思いを正直に伝えたら友達関係が壊れな

いか、自分の考えを言ったら嫌われはしな

いか。多くの子どもたちが他者との関係性

に悩み苦しんでいます。  

 人の評価や自分が他者からどう見られ

ているのかとても気にしながら子どもた

ちは生きています。  

 相談員はなぜ他者と繋がることができ

ないのか一緒に考えていきます。その中で、

子どもは他者の評価の中で生きているこ

と、孤立化していること、困っているとき

にＳＯＳを発信できる人がいないことが

見えてきました。「困っていることがあれ

ば相談してください」と大人は簡単に言い

ますが、相談する関係性が構築されていな

い中で言葉だけが空回りしています。 

 このような中で、子どもが電話をかけて

きてくれたことを相談員は全身で受け止

め、相談対応をしています。  

 

 2017 年度より委託を受けていますが、今

年度は新たに子どもの悩み相談フリーダ

イヤルへの電話対応が始まりました。夜間

休日時間帯の３つの窓口における電話対

応は、非常に幅広い知識と想像力、柔軟な

態度・姿勢を要します。  
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 子どもの生存の危機が迫っているよう

な虐待通告電話には、そのリスクの高低を

判断するための的確な質問と、人・場所を

特定するための正確な聴き取り、そして迅

速に対応するためにできるだけ早くスム

ーズに聴きとる力が必要です。反面、なか

なかことばにならない子どもからの相談

電話では、子どもが焦らず少しでも安心し

て話せるようおだやかに傾聴しながら、エ

ンパワメントにつながる応答と、またそう 

しながらもリスクアセスメントやサポー

ト資源につなげる必要性を一定判断する

力が求められます。  

 架電件数は月平均 450 件を超えるため、

架電が重なる中で態度・姿勢を切り替える

ことは容易でないのが現状です。しかし、

リスク判断がメインになることの多い、ダ

イヤル 189 と虐待通告専用電話では、ある

種画一的な受電対応になりやすい要素を

含んで、今年度から子どもの悩み相談フリ

ーダイヤルへの対応が加わったことで、電

話をするに至った経緯や状況に思いを巡

らせ、共に悩む体験を受理者であるスタッ

フがする機会が増えたことは、3 回線すべ

ての電話相談対応において相乗的な効果

になっている面もあるのではないかと考

えています。  

 2016 年に児童福祉法が改正され、子ども

の権利についてより明文化され、家庭的環

境下での養育の重要性が明記されました。

本事業は、24 時間 365 日確実に通告や相談

を受けられることを目的としています。特

に受託時間である夜間休日時間帯は、家族

が家庭内で過ごす主な時間帯であり、家族

間での衝突や、不適切な力関係、不満、不

安が生じやすい時間帯でもあります。「お

母さんに怒られた」「子どもがいうことを

きかない」など追い詰められたり、煮詰ま

ったりして、パニック状態や泣きながらの

架電も多いです。本音で話すことを良しと

しない関係性や、困ることや悩むことはい

けないとされるような、他者からの評価に

非常に敏感になっている社会のなかで、属

するコミュニティへの影響を避けられる

電話相談窓口が 24 時間しんどい時に繋が

れる先としてあることは、家庭内での子 

どもの育ちをサポートすることにつなが

っていると感じています。  

 

児童虐待に関して、近年相談や通告など

の広報啓発活動が強化され、それに伴って

民間の意識も高まり、子ども家庭センター

（以下センターと記載）への相談・通告件

数が急増しているという現状があります。   

 そういう背景の中で、比較的軽微と判断

された事案について、民間の訪問員が家庭

訪問することによって、より重度なケース

についてセンターが対応できるケースが

増え、訪問される家庭にとっても話しやす

い環境が整いました。また、虐待通告後 48

時間以内の子どもの安全確認という課題

にも、有効な対応ができました。  

 この事業は、家庭訪問した情報をもとに
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センターがその後の支援計画を立案し、子

どもの安全を確保するための対応がなさ

れるという、子どもの権利を守るための最

前線の重要な役割を果たしています。 

 訪問員は、保護者との面談を行い保護者

のさまざまな課題に対して傾聴し、相談ニ

ーズに即した情報提供をしていきました。

保護者の課題を少しでも軽減することが、

子育てのゆとりや子どもの安全につなが

るという思いで、それぞれの現場で、訪問

員は臨機応変な対応に努めました。  

■訪問回数実績  

2017 年 7 月～2018 年 3 月 

【中央子ども家庭センター】（寝屋川市、枚

方市、交野市、四條畷市、大東市、門真市、

守口市）訪問回数 207 回 

【東大阪子ども家庭センター】（東大阪市、

八尾市、柏原市） 訪問回数 95 回 

■研修会の実施 

訪問員の専門性を高めるためにさまざま

な場を設けました。  

・マニュアル研修、・ロールプレイ研修、・

個人情報研修、・専門研修  

 

この研修は、学童指導員（放課後の子ど

も育成に関わる方を含む）の自らの仕事を

もつ意義と役割を理解し、「放課後児童支

援員」としての専門性を高めることを目的

としています。（放課後児童支援員認定資

格研修テキスト～子どもが輝く放課後を

創る～）  

「放課後児童健全育成事業の設備およ

び運営に関する基準」（平成 26 年）が定め

られ、「放課後児童クラブ運営指針」（平成

27 年 3 月 31 日）が策定されました。  

 この「運営指針」は、「子どもの権利条約」

の精神を基に策定されています。講師はこ

の精神を活かす授業を展開することがで

きました。  

受講完了者数  852 人  

講座数 512 講座（1 クール 4 日間 64 講座 

年間で 8 クール）  

 

 今年度より東大阪市からの委託で、「留

守家庭児童育成クラブ」の職員研修を通し

て職員の育成をはかることによって、子ど

もの放課後を充実させ、子どもの成長発達

を保障する機会を充実させることを目的

として、研修会を実施しました。  

 

 

 

■障害児に対応するための専門研修 

障害児対応の指導的役割を担う職員を

育成し、障害のある子どもを理解し、育成

支援のあり方を学ぶ機会を提供する。 

参加人数 94 名 

■初任者研修  

育成クラブの補助員および経験年数が

５年未満の支援員を対象とし、基礎的な事

項を理解することを重視した研修会。 

 参加人数 57 名 

 

■全体研修  

放課後児童健全育成事業の趣旨に則り、

支援員・補助員の資質向上を目標とした。

講師には、中野こども病院院長木野稔氏、

早稲田大学増山均氏をお迎えし、支援員に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



求められる資質、日常の育成クラブにおけ

る課題を学びました。  

参加人数 294 名 

■テキストの作成  

プロジェクトチ

ームを構成し、地

域の大学（近畿大

学教職教育部）に

協力を求め、研修

に参加した受講生

が十分に活用でき

るテキストを作成

した。  

主任者研修用、専門研修用の 2 冊を発行。 

 

 今年度より東淀川区からの委託で、区内

の全てのこどもたちが夢と希望をもって

育っていけるように、こどもが安心して学

び、過ごし、遊べる居場所を担う、居場所

運営団体の立ち上げ並びに継続的な運営

を支援する業務です。 

 業務内容は、居場所の新規設置に関する

助言、居場所に対する学習支援機能付加に

関する助言、居場所運営全般に関する助言、

居場所運営団体と地域社会資源等（学習支

援ボランティア、その他の支援者、資金提

供者等）とのマッチングに関する助言、学

校・地域･関係機関との連携・協働に関する

助言、助言内容の蓄積・発信、収集・調査・

分析した情報の区への提供等です。  

今年度合計 56 か所の団体・個人と接点

を持ち、のべ 150 回弱の支援活動を行ない

ました。  

 

 

 

 

 

 

 


